
夢や目標をもつ
校長 坂詰 浩一

１１月７日（水）妙高中学校第２回学校運営協議会が開催されました。学校評価のアンケート結果

などを基に、課題とその解決について、ご意見をいただきました。

課題の一つである家庭学習の習慣化について議論していた際、委員から「高校や大学への関心、な

りたい職業、夢や目標がなければ、自主的に勉強もしないし、家庭学習に結び付かないのではないか。

親と子の関わりも大切ではないか。」との発言がありました。その通りだと私も考えています。

全国学力・学習状況調査の中で、次のような質問があります。また、妙高中学校（３年生）と全国

や新潟県との比較は以下のような結果でした。

将来の夢や目標をもっていますか。

全国や新潟県の平均より、将来の夢や目標をもつている生徒の割合が低いです。妙高中学校では、

１年生で職業調べ、高校・上級学校調べ、２年生で職場体験、キャリアフォーラム、３年生で高校説

明会、上級学校訪問など、進路を考える機会は計画的に配置されています。にもかかわらず、上記の

ような結果でした。突然このような質問をされて、驚いてしまったのかもしれません。「夢はあります

か。どうしたら夢を実現できますか。やりたいことはありますか。どんな職業に就きたいですか。ど

この高校へ行きたいのですか。高校卒業後どうするのですか。」と、１年生から問うていきたいと考え

ています。

２００３年に「１３歳のハローワーク」という本が出版され、大きな反響を呼びました。続いて、

「新１３歳のハローワーク」が２０１０年に発刊されました。学校の図書館には必ずあります。すべ

ての項目は「・・・・が好き」というキーワードから始まっています。先日の全校朝会でもこの本を

紹介しました。また、時間の経過で職業も変化していますし、ＡＩの進歩により、これから大きく変

わっていくことも加えました。

私たち大人は、いろいろな経験を積むことで、「夢」や「やってみたいこと」が突然芽生えることが

あることを知っています。「夢」は変わっていくこと、「夢」は簡単には実現しないことも知っていま

す。学校では、考える場、考えるきっかけを与えていきます。勤労観・職業観を育んでいくきっかけ

を与えていきます。保護者の皆様も、タイミングをみて、親子で考えてほしいです。

【きらり輝く生徒の瞳 フォトギャラリー】～生徒の活躍を紹介します～

＜フレンドリースクール集会＞
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【妙高山が見てござる！～社会性の育成～】
生徒指導に関する内容をお知らせします。

厚生労働省研究班（代表・尾崎米厚（よねあつ）鳥取大教授）は31日、病的なインターネッ

ト依存が疑われる中高生が５年間でほぼ倍増し、全国で93万人に上るとの推計を発表した。中

高生全体約650万人の７人に１人に当たる計算となる。特に女子の割合が高い。スマートフォン

を使ったゲームや会員制交流サイト（ＳＮＳ）の普及が背景にあると考えられ、対策強化が求

められそうだ。（2018年9月1日 東京新聞朝刊）

これは、先日行われた生徒指導の研修会で話題になった新聞記事です。この数字が、妙高中

学生に当てはまるかどうかは分かりませんが、今後も注目すべき内容だと思います。是非ご家

庭でも話題にしていただきたいと思います。 ＜陸川＞

【輝く成果】
○県駅伝競走大会 女子12位 （森山美海 古川愛奈 古川純恋 山川あんり 山田杏奈）

○第60回「新潟県よい歯の学校・園運動」 優良校 妙高中学校

○第11回森と緑の感謝祭標語コンクール 優秀賞 稲毛 寿

○第25回新聞記事感想文コンクール 団体賞 妙高中学校

佳 作 稲毛 寿

【1２月の予定】

３日(月) 小中職員合同研修 14日(金) 期末保護者会(1.2年)

４日(火) Web配信問題 15日(土) 県アンサンブルコンテスト

５日(水) Web配信問題 17日(月) 職員会議

６日(木) Web配信問題 フッ化物洗口 妙陵 18日(火) 生徒朝会 校内推薦委員会

７日(金) 入学説明会 6年生体験授業 19日(水) PTA幹事会

11日(火) 期末保護者会 全校朝会 20日(木) 校内球技大会 フッ化物洗口

12日(水) 期末保護者会 21日(金) ２学期終業式 スキー部壮行式

13日(木) 期末保護者会 フッ化物洗口 22日(土) 冬季休業～1/7

＜吉澤＞

◆実際はもっと多い◆

＜研究班代表者の尾崎米厚鳥取大教授(環境予防医学)の話＞

学校で実施した調査なので、通学できないほど症状が重い

人は対象に含まれておらず、インターネット依存疑いの中高

生は実際にはもっと多いとみられる。ネット環境はめまぐる

しく変わっていて、引き続き詳しい調査が必要だ。男子はゲ

ーム、女子は会員制交流サイト（ＳＮＳ）をする割合が高い

傾向がある。学校でのトラブルで多いのは成績低下や居眠

り、遅刻。例えば、ネットゲームの接続時間を自動で制限す

る仕組みがあれば、依存症の予防につながるかもしれない。
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